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 カラマツ間伐材を利用したクリタケ栽培 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      （担当 特用林産部 専門研究員: 小原 孝文） 

１ 研究のねらい 

 利用されずに林内に放置されているカラマ

ツの間伐木を利用したクリタケ栽培技術を開

発する。 

 

２ 研究方法と結果 

(1) 予備試験：カラマツ間伐木を原木として

数種のキノコを植菌し、３年間の発生量

を比較した。 

(2) クリタケ栽培試験：カラマツとコナラ原

木（11 月下旬伐採）にクリタケを植菌、

ほだ化し、３年間の発生量を調査した。

(3) 試験結果：予備試験ではクリタケが 18 ㎏

（ほだ木１m3当たり）発生し、他のキノコ

の発生は極めて少なかった。 

 クリタケ栽培試験では、植菌翌年から３

年間の合計で、コナラ、カラマツとも 17

㎏（ほだ木１m3当たり）とほぼ同量が発生

した。 

 

３ 成果と今後の進め方 

 カラマツ間伐木を原木としたクリタケ栽培

の可能性が明らかになった。 

 現在、植菌方法、ほだ化促進、伏込方法など

の追試験を行っている。 
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図１ カラマツを原木としたキノコ総発生量 

（１m3当たり ３年間） 
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図２ クリタケの総発生量 

    （１m3当たり ３年間） 


